
(57)【要約】

【課題】軸受内部に蓄積した空気が軸受隙間のオイルを

押し出し油膜切れが発生することを防止する。

【解決手段】軸外周面またはスリーブ内周面の少なくと

も一方にパターン状の浅溝からなる動圧発生溝と、少な

くとも一本のパターン状の深溝または少なくとも一本の

軸方向に略直線状の深溝を有し、軸とスリーブの間の隙

間は潤滑剤で充満されており、動圧発生溝の深さより深

溝は２倍以上深くなるよう構成することで、潤滑剤を軸

受隙間に保持したまま内部に蓄積した空気を深溝から排

出して軸受隙間の油膜切れを解決するものである。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
軸 ま た は ス リ ー ブ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 が 相 対 的 に 回 転 し 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ
内 周 面 の 少 な く と も 一 方 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 を 有 す る ラ ジ ア ル 軸 受 面
を 有 し 、 前 記 動 圧 発 生 溝 の 浅 溝 の 内 、 少 な く と も 一 本 の 溝 を 深 溝 と し 、 軸 と ス リ ー ブ の 間
の 隙 間 は 潤 滑 剤 で 充 満 さ れ て お り 、 動 圧 発 生 溝 の 深 さ よ り 前 記 深 溝 の 深 さ は ２ 倍 以 上 深 い
流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
軸 ま た は ス リ ー ブ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 が 相 対 的 に 回 転 し 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ
内 周 面 の 少 な く と も 一 方 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 を 有 す る ラ ジ ア ル 軸 受 面
を 有 し 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面 に は 少 な く と も 一 本 の 軸 方 向 に 略 直 線 状 の 深 溝 を
有 し 、 軸 と ス リ ー ブ の 間 の 隙 間 は 潤 滑 剤 で 充 満 さ れ て お り 、 動 圧 発 生 溝 の 深 さ よ り 略 直 線
状 の 深 溝 の 深 さ は ２ 倍 以 上 深 い 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
ス リ ー ブ の 軸 受 穴 に 軸 が 回 転 自 在 に 挿 入 さ れ 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面 の 少 な く と
も 一 方 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 を 有 す る ラ ジ ア ル 軸 受 面 を し 、 軸 の 一 端 に
は 径 小 部 が あ り こ の 径 小 部 に は ロ ー タ 磁 石 を 有 す る ロ ー タ ハ ブ が 取 り 付 け ら れ 、 ロ ー タ ハ
ブ と ス リ ー ブ の 間 は ス リ ー ブ 側 に 固 定 さ れ た 抜 け 防 止 板 が あ り 、 軸 の 他 端 は 軸 に 直 角 な ス
ラ ス ト 軸 受 面 を 有 し 、 こ の 軸 受 面 は ス リ ー ブ 側 に 固 定 さ れ た ス ラ ス ト 板 に 対 向 し 、 ス リ ー
ブ は モ ー タ ス テ ー タ と 共 に ベ ー ス 板 側 に 固 定 さ れ 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面 の 少 な
く と も い ず れ か 一 方 に は 少 な く と も 一 本 の 軸 方 向 に 略 直 線 状 の 深 溝 を 有 し 、 軸 と ス リ ー ブ
の 間 の 隙 間 は 潤 滑 剤 で 充 満 さ れ て お り 、 動 圧 発 生 溝 の 深 さ よ り 略 直 線 状 の 深 溝 は ２ 倍 以 上
深 い 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 は 二 組 の 魚 骨 パ タ ー ン 状 で あ り 、 二 組 の 動 圧 溝 の 間
に は ラ ジ ア ル 軸 受 面 の 隙 間 よ り 広 い 部 分 を 有 し 潤 滑 剤 を 保 持 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 流
体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
略 直 線 溝 は 軸 線 に 対 し 、 平 行 ま た は ± ３ 度 以 内 の 傾 斜 を 有 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載
の 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
軸 の 外 周 面 の 外 径 が ０ ． ５ ～ ２ ０ ミ リ メ ー ト ル で あ り 、 動 圧 発 生 溝 の 深 さ は １ ～ １ ５ マ イ
ク ロ メ ー タ で あ り 、 略 直 線 状 の 深 溝 の 深 さ は ２ ０ ～ ７ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー タ で あ る 請 求 項 １
又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 流 体 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
軸 外 周 面 上 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 と 略 直 線 状 の 深 溝 を 有 し 、 上 金 型 と 下
金 型 の 間 に 被 加 工 物 で あ る 軸 を 挟 み こ み 、 金 型 間 に 圧 力 を 加 え て 軸 を 両 金 型 間 で 回 転 さ せ
て 、 両 方 の 溝 を 転 造 に よ り 同 時 に 加 工 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 流 体 軸 受 装 置 の 加
工 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
ス リ ー ブ 内 周 面 上 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 と 略 直 線 状 の 深 溝 を 有 し 、 両 方
の 溝 を ボ ー ル 転 造 に よ り 加 工 す る 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 記 載 の 流 体 軸 受 装 置 の 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
近 年 、 デ ィ ス ク 等 を 用 い た 記 録 装 置 等 は そ の メ モ リ ー 容 量 が 増 大 し 、 ま た デ ー タ の 転 送 速
度 が 高 速 化 し て い る た め 、 こ の 種 の 記 録 装 置 に 用 い ら れ る デ ィ ス ク 回 転 装 置 等 は 高 速 、 高
精 度 回 転 が 必 要 と な り 、 そ の 回 転 主 軸 部 に は 流 体 軸 受 装 置 が 用 い ら れ て い る 。 本 発 明 は 、
回 転 部 に 流 体 軸 受 を 有 す る 流 体 軸 受 装 置 及 び そ の 加 工 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
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【 従 来 の 技 術 】
以 下 、 図 １ ４ ～ 図 １ ６ を 参 照 し な が ら 、 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 の 一 例 に つ い て 説 明 す る 。 図
１ ４ に お い て 、 ３ １ は 軸 で あ り 軸 受 穴 ３ ２ Ａ を 有 す る ス リ ー ブ ３ ２ に 回 転 自 在 に は め 合 わ
さ れ 、 軸 ３ １ は フ ラ ン ジ ３ ３ を 一 体 的 に 有 し 、 フ ラ ン ジ ３ ３ は ベ ー ス ３ ５ ま た は ス リ ー ブ
３ ２ の 凹 所 ３ ２ Ｄ に 収 納 さ れ 、 ス ラ ス ト 板 ３ ４ に 当 接 し て 回 転 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 軸
３ １ に は ロ ー タ ハ ブ ３ ６ 、 ロ ー タ 磁 石 ３ ８ 、 デ ィ ス ク ３ ９ 、 ス ペ ー サ ４ ０ 、 ク ラ ン パ ー ４
１ が 固 定 さ れ 、 ロ ー タ 磁 石 ３ ８ に 対 向 す る モ ー タ ス テ ー タ ３ ７ が ベ ー ス ３ ５ に 取 り 付 け ら
れ 、 ス リ ー ブ ３ ２ の 軸 受 穴 ３ ２ Ａ の 内 周 面 に は 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｂ 、 ３ ２ Ｃ が 設 け ら れ 、 フ
ラ ン ジ ３ ３ の ス リ ー ブ ３ ２ と の 対 向 面 及 び 、 フ ラ ン ジ ３ ３ と 、 ス ラ ス ト 板 ３ ４ と の 対 抗 面
に は 動 圧 発 生 溝 ３ ３ Ａ 、 ３ ３ Ｂ を 有 し 、 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｂ 、 ３ ２ Ｃ 、 ３ ３ Ａ 、 ３ ３ Ｂ の 近
傍 に は オ イ ル ４ ２ が 注 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 に つ い て 、 図 １ ４ を 用 い て そ の 動 作 に つ い て
説 明 す る 。 図 １ ４ に お い て 、 ま ず 、 モ ー タ ス テ ー タ ３ ７ に 通 電 さ れ る と 回 転 磁 界 が 発 生 し
、 軸 ３ １ 、 フ ラ ン ジ ３ ３ 、 ロ ー タ 磁 石 ３ ８ が ハ ブ ロ ー タ ３ ６ 、 デ ィ ス ク ３ ９ と 共 に 回 転 を
は じ め る 。 こ の 時 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｂ 、 ３ ２ Ｃ 、 ３ ３ Ａ 、 ３ ３ Ｂ は オ イ ル ４ ２ に ポ ン ピ ン グ
圧 力 を 発 生 し 、 浮 上 し 非 接 触 で 回 転 し 、 デ ィ ス ク ３ ９ に は 図 示 し な い 磁 気 ヘ ッ ド が 当 接 し
て 電 気 信 号 の 記 録 再 生 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 ５ ６ ４ ７ ６ ７ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 上 記 の よ う な 構 成 で は 、 次 の 様 な 問 題 点 が あ っ た 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 軸 ３
１ は ス リ ー ブ ３ ２ の 軸 受 穴 ３ ２ Ａ 内 を オ イ ル ４ ２ に よ り 潤 滑 さ れ な が ら 回 転 す る が 、 図 １
５ に 示 す よ う に 、 長 期 の 回 転 後 に オ イ ル ４ ２ 中 に 空 気 ４ ３ が 巻 き 込 ま れ た 場 合 等 に 、 空 気
４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ が モ ー タ ス テ ー タ ３ ７ の 発 熱 等 に よ り 体 積 が 膨 張 し 、 空 気 ４ ３ Ａ ， ４ ３ Ｂ
が 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｂ ， ３ ２ Ｃ を 充 満 し て い た オ イ ル ４ ２ を 図 中 ４ ２ Ａ ， ４ ２ Ｂ に 示 す よ う
に 軸 受 外 に 流 出 し 、 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｂ は 油 膜 切 れ を 起 こ し て 軸 受 が 擦 れ る と い う 危 険 性 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 図 １ ６ に 示 す 別 の 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 は 、 軸 受 の 内 部 の 圧 力 が 高 ま っ た 場 合 に 空 気 ４
３ を 排 出 で き る よ う 、 ス リ ー ブ ３ ２ に 通 気 穴 ４ ４ Ａ ， ４ ４ Ｂ が 設 け て あ る 。 し か し な が ら
、 通 気 穴 ４ ４ Ａ ， ４ ４ Ｂ か ら は 必 要 な オ イ ル ４ ２ が 図 中 ４ ２ Ａ ， ４ ２ Ｂ に 示 す よ う に 流 出
し 、 動 圧 発 生 溝 ３ ２ Ｃ に お い て 油 膜 切 れ を 起 こ し て 軸 受 が 擦 れ る と い う 危 険 性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の 流 体 軸 受 装 置 は 、 軸 ま た は ス リ ー ブ の 少 な く と も い
ず れ か 一 方 が 相 対 的 に 回 転 し 、 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面 の 少 な く と も 一 方 に パ タ ー
ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 を 有 す る ラ ジ ア ル 軸 受 面 を 有 し 、 動 圧 発 生 溝 の 浅 溝 の 内 少
な く と も 一 本 を 深 溝 に す る か 、 ま た は 動 圧 発 生 溝 と は 別 に 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面
に 少 な く と も 一 本 の 軸 方 向 に 略 直 線 状 の 深 溝 を 設 け 、 軸 と ス リ ー ブ の 間 の 隙 間 は 潤 滑 剤 で
充 満 さ せ 、 動 圧 発 生 溝 の 深 さ よ り パ タ ー ン 状 ま た は 略 直 線 状 の 深 溝 は ２ 倍 以 上 深 く な る よ
う 構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 流 体 軸 受 装 置 は 軸 外 周 面 上 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 と 略 直
線 状 の 深 溝 を 有 し 、 上 金 型 と 下 金 型 の 間 に 被 加 工 物 で あ る 軸 を 挟 み こ み 、 金 型 間 に 圧 力 を
加 え て 軸 を 両 金 型 間 で 回 転 さ せ て 、 両 方 の 溝 を 転 造 に よ り 同 時 に 加 工 す る か 、 ま た は 、 ス
リ ー ブ 内 周 面 上 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 と 深 溝 を 有 し 、 両 方 の 溝 を ボ ー ル
転 造 に よ り 加 工 す る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 上 記 し た 構 成 に よ っ て 、 軸 受 に 必 要 な オ イ ル は 隙 間 が 小 さ い 軸 受 内 部 に 残 し た ま
ま 、 軸 受 内 部 に 蓄 積 し た 空 気 だ け を 深 溝 を 通 し て 軸 受 外 に 排 出 可 能 と し 、 動 圧 発 生 溝 部 に
お い て オ イ ル の 油 膜 切 れ が 無 く 、 軸 受 の 信 頼 性 が 流 体 軸 受 装 置 の 構 成 と そ の 加 工 方 法 を 得
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 流 体 軸 受 装 置 及 び 加 工 方 法 に つ い て 、 図 １ ～ 図 １ ３ を
参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ３ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 流 体 軸 受 装 置 の 断 面
図 を 示 し て い る 。 図 １ に お い て 、 軸 １ ま た は ス リ ー ブ ２ の 少 な く と も い ず れ か 一 方 が 相 対
的 に 回 転 し 、 軸 １ の 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ ２ の 軸 受 穴 ２ Ａ の 少 な く と も 一 方 に パ タ ー ン 状
の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ を 有 す る ラ ジ ア ル 軸 受 面 を 有 し 、 軸 １ の 外 周 面 ま た
は ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 に は 、 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の パ タ ー ン 状 の 浅 溝 の 内 少 な く と も 一
本 を 深 溝 に す る か 、 ま た は 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ と は 別 に 少 な く と も 一 本 の 軸 に 略 平 行 な
略 直 線 状 の 深 溝 ５ を 有 し 、 軸 １ と ス リ ー ブ ２ の 間 の 隙 間 は オ イ ル 等 の 潤 滑 剤 ４ で 充 満 さ れ
て お り 、 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の 深 さ よ り 深 溝 ５ は ２ 倍 以 上 深 く 形 成 さ れ て い る 。 動 圧 発
生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ は 二 組 の 魚 骨 パ タ ー ン 状 の 浅 溝 で あ り 、 二 組 の 間 に 隙 間 大 部 ３ を 有 し て い
る 。 図 ２ は 軸 １ と ス リ ー ブ ２ の 断 面 図 で あ る が 、 深 溝 ５ は 少 な く と も 一 本 以 上 、 例 え ば 本
実 施 例 で は ２ 本 加 工 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 流 体 軸 受 装 置 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ７ を 用 い て そ の 動 作 に つ い て 説
明 す る 。 図 １ に お い て 図 示 し な い モ ー タ 等 に よ り 軸 １ ま た は ス リ ー ブ ２ の い ず れ か が 回 転
を 始 め る と 、 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ は オ イ ル ４ を 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の ポ ン ピ ン グ 効 果
に よ り か き 集 め て 圧 力 を 発 生 し 、 軸 １ は 浮 上 し 非 接 触 で 高 精 度 に 回 転 す る 。 し か し な が ら
、 軸 受 が 長 時 間 回 転 後 に は オ イ ル ４ の 中 に は 図 中 ６ に 示 す 空 気 ６ が 混 入 し て い る 場 合 が あ
る 。 混 入 し た 空 気 ６ は 蓄 積 量 が 多 く な っ た 場 合 や 、 周 囲 の 温 度 が 上 昇 し て 空 気 ６ の 内 部 圧
力 が 上 昇 し た 時 や 、 膨 張 し て 体 積 が 大 き く な っ た 時 に 、 空 気 ６ は 深 溝 ５ の 中 を 通 っ て 図 ３
に 示 す よ う に 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ う し て 空 気 ６ が 排 出 さ れ る こ と で 、 オ イ ル ４ は 軸 受 外
へ 押 し 出 さ れ た り 、 漏 れ た り し な い で 、 軸 １ と ス リ ー ブ ２ の 間 の 十 分 小 さ い 軸 受 隙 間 に 、
オ イ ル 自 身 の 表 面 張 力 で 保 持 さ れ 、 軸 受 は 油 膜 切 れ を 生 じ な い で 安 定 し て 回 転 で き る 。 本
実 施 例 に お い て 軸 １ の 直 径 は ０ ． ５ ～ ２ ０ ミ リ メ ー ト ル で あ り 、 深 溝 ５ の 深 さ は 動 圧 発 生
溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の 深 さ の ２ 倍 以 上 の 場 合 に 、 オ イ ル ４ が 軸 受 隙 間 に 保 持 さ れ 、 空 気 ６ は 良 好
に 排 出 さ れ る こ と が 確 認 で き た 。 深 溝 一 本 あ た り の 幅 は 軸 円 周 上 の 約 ０ ． ５ ～ ５ ％ を 目 安
と し た 場 合 に 空 気 ６ は ス ム ー ズ に 排 出 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
深 溝 は パ タ ー ン 状 の 複 数 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の 内 、 少 な く と も 一 本 の 浅 溝
を 他 の 浅 溝 よ り ２ 倍 以 上 深 く 設 け る 第 １ の 方 法 と 、 動 圧 発 生 溝 と は 別 に 、 軸 １ に 略 平 行 な
略 直 線 状 な 深 溝 を 設 け る 方 法 の い ず れ か 一 方 の 方 法 が と ら れ る が 、 図 ４ は 深 溝 ５ が 軸 １ と
な す 角 度 に つ い て 表 わ し て い る 。 軸 １ が 図 中 矢 印 Ｍ 方 向 に 回 転 す る 場 合 、 図 中 θ の 角 度 は
大 き す ぎ る と 図 ４ の 様 に オ イ ル ４ は 深 溝 に 沿 っ て 矢 印 Ｎ 方 向 に 移 動 さ せ ら れ 、 動 圧 発 生 溝
１ Ｂ の 下 方 部 分 で 油 膜 切 れ が 生 じ る 場 合 が あ る 。 こ の 角 度 θ は 、 図 ５ に 示 す よ う に ± ３ 度
以 内 が 良 好 で あ り 、 油 膜 切 れ が 生 じ な い こ と が わ か っ た 。 尚 深 溝 ５ は 軸 １ 全 体 に 伸 び る 連
続 し た 一 本 の 溝 で は な く 、 上 側 の 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ に 一 本 と 、 下 側 の 動 圧 発 生 溝 １ Ｃ に 一 本
と い う よ う に 複 数 本 に 分 断 さ れ た 溝 で も か ま わ な い 。 図 ５ は 実 際 の 軸 受 を 観 察 し て 求 め た
デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ６ は 図 ３ に お け る 略 直 線 状 の 深 溝 ５ の 深 さ と 軸 受 隙 間 に 残 留 す る 空 気 の 面 積 比 率 を 観 察
し て 求 め た も の で あ る 。 深 溝 ５ は 、 そ の 深 さ が 浅 す ぎ る 場 合 は オ イ ル ４ が オ イ ル ４ 自 身 の
表 面 張 力 に よ り 深 溝 に 充 満 し て し ま う た め 空 気 ６ は 排 出 さ れ に く い 。 図 ６ に 示 す よ う に 深
溝 の 深 さ は ２ ０ マ イ ク ロ メ ー タ 以 上 が 必 要 で あ り 、 ２ ０ ～ ７ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー タ の 場 合 に
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排 出 さ れ る 。 ７ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル よ り 深 い 場 合 は 、 軸 受 隙 間 部 の オ イ ル ４ の 保 持 力 に
悪 影 響 が 出 る 危 険 性 が あ る 。 尚 、 こ の 観 察 実 験 は 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ の 深 さ は １ ～ １ ５
マ イ ク ロ メ ー タ と し 、 そ の 範 囲 で 良 好 な 結 果 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ７ ～ 図 ８ は 軸 １ の 外 周 面 へ の 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １ Ｃ と 深 溝 ５ の 加 工 方 法 を 示 し て い る 。
上 型 ７ と 、 下 型 ８ に は 共 に 、 深 溝 を 塑 性 加 工 す る た め の 凸 部 ７ Ａ ， ８ Ａ と 、 動 圧 溝 １ Ｂ ，
１ Ｃ を 塑 性 加 工 す る た め の 凸 部 ７ Ｂ ， ８ Ｂ が 設 け ら れ て お り 、 上 型 ７ と 下 型 ８ の 間 に 軸 １
を 挟 み 込 み 、 加 圧 し な が ら 軸 を 転 ろ が せ る 事 で 軸 １ の 表 面 に 深 溝 ５ と 動 圧 発 生 溝 １ Ｂ ， １
Ｃ が 同 時 に 加 工 で き る 。 尚 、 こ の 転 造 加 工 後 に は 研 磨 加 工 等 で 軸 １ の 外 周 面 を 仕 上 げ 加 工
す る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ９ ～ 図 １ ０ は ス リ ー ブ ２ の 軸 受 穴 ２ Ａ に 動 圧 発 生 溝 ２ Ｂ ， ２ Ｃ と 、 深 溝 ５ を 加 工 す る 方
法 を 示 し て い る 。 ボ ー ル 転 造 ツ ー ル ９ に は 、 動 圧 発 生 溝 ２ Ｂ ， ２ Ｃ 加 工 用 の 小 径 ボ ー ル ９
Ａ と 、 深 溝 ５ を 加 工 す る た め の 大 径 ボ ー ル ９ Ｂ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ボ ー ル 転 造 ツ ー ル
９ に 図 １ ０ に 示 す 矢 印 Ｏ の よ う に ス ク リ ュ ー モ シ ョ ン を 与 え る と 小 径 ボ ー ル ９ Ａ が 軸 受 穴
２ Ａ に 動 圧 発 生 溝 ２ Ｂ ， ２ Ｃ を 加 工 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 大 径 ボ ー ル ９ Ｂ に 図 中 Ｐ に
示 す 様 に 軸 方 向 に 直 線 運 動 を 与 え る と 深 溝 ５ が 加 工 で き る 。 尚 、 ボ ー ル 転 造 ツ ー ル ９ に 大
径 ボ ー ル ９ Ａ と 、 小 径 ボ ー ル ９ Ｂ を 一 体 に 構 成 さ れ る 場 合 は 、 そ れ ら は 、 ス リ ー ブ ２ の 長
さ と 同 等 以 上 の 距 離 を 離 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 尚 、 小 径 ボ ー ル ９ Ａ と 大 径 ボ ー ル ９ Ｂ
は 別 の ボ ー ル 転 造 ツ ー ル に 取 り 付 け ら れ て も 良 い 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 大 径 ボ ー ル ９
Ｂ は ３ 個 有 し て お り 、 深 溝 は ３ 本 加 工 し て い る 。 こ の ボ ー ル 転 造 加 工 法 の 場 合 、 大 径 ボ ー
ル ９ Ｂ は ３ 個 以 上 で あ れ ば 、 転 造 加 工 中 に ツ ー ル ９ と 軸 受 穴 ２ Ａ で 自 動 的 に 中 心 が 会 う の
で 加 工 性 が 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 流 体 軸 受 部 に 混 入 し た 空 気 が 容 易 に 排 出 さ れ 、 軸 受
に 生 じ が ち で あ っ た 油 膜 切 れ が 防 止 さ れ 、 高 精 度 か つ 長 寿 命 に 回 転 さ せ る 軸 受 装 置 の 構 成
が 得 ら れ る 。 ま た 高 精 度 に 生 産 性 良 く 、 流 体 軸 受 装 置 が 量 産 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ １ ～ 図 １ ３ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 流 体 軸 受 装 置 の 図 で あ る 。 ス リ ー ブ １ ２ の 軸
受 穴 １ ２ Ａ に 軸 １ １ が 回 転 自 在 に 挿 入 さ れ 、 軸 １ １ の 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ １ ２ の 内 周 面
の 少 な く と も 一 方 に パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ を 有 す る ラ ジ ア
ル 軸 受 面 を 有 し 、 ス リ ー ブ １ ２ に は 隙 間 大 部 １ ２ Ｂ が 設 け ら れ 、 軸 １ １ の 上 部 側 に は 径 小
部 １ １ Ａ が あ り こ の 径 小 部 １ １ Ａ に は ロ ー タ 磁 石 １ ８ を 有 す る ロ ー タ ハ ブ ２ ２ が 取 り 付 け
ら れ 、 ロ ー タ ハ ブ ２ ２ と ス リ ー ブ １ ２ の 間 は ス リ ー ブ 側 に 固 定 さ れ た 抜 け 防 止 板 １ ３ が あ
り 、 軸 １ １ の 他 端 （ 図 １ １ に お い て 下 側 ） に は 軸 １ １ に 直 角 な ス ラ ス ト 軸 受 面 １ １ Ｄ を 有
し 、 こ の 軸 受 面 １ １ Ｄ は ス リ ー ブ １ ２ 側 に 固 定 さ れ 、 螺 旋 状 ま た は 魚 骨 状 パ タ ー ン の 動 圧
発 生 溝 １ ４ Ａ を 有 す る ス ラ ス ト 板 １ ４ に 対 抗 し て ス ラ ス ト 軸 受 面 を 構 成 し 、 ス リ ー ブ １ ２
は モ ー タ ス テ ー タ １ ７ と 共 に ベ ー ス 板 １ ６ に 固 定 さ れ 、 軸 １ １ の 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ １
２ の 内 周 面 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に は 少 な く と も 一 本 の 軸 方 向 に 略 直 線 状 の 深 溝 １ ５
を 有 し 、 軸 １ １ と ス リ ー ブ １ ２ の 間 の 隙 間 及 び 軸 １ １ の ス ラ ス ト 軸 受 面 １ １ Ｄ は オ イ ル 等
の 潤 滑 剤 ２ ３ で 充 満 さ れ て お り 、 動 圧 発 生 溝 １ ４ Ａ の 深 さ よ り 略 直 線 状 の 深 溝 １ ５ の 深 さ
は ２ 倍 以 上 深 く 設 け ら れ て い る 。 ロ ー タ ハ ブ ２ ２ に は 、 デ ィ ス ク １ ９ と ス ペ ー サ ２ ０ が ク
ラ ン パ ー ２ １ に よ り 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 流 体 軸 受 装 置 に つ い て 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ を 用 い て そ の 動 作 に つ い
て 説 明 す る 。 図 １ １ に お い て 、 ま ず 、 ス テ ー タ １ ７ に 通 電 さ れ る と 回 転 磁 界 が 発 生 し 、 ロ
ー タ 磁 石 １ ８ が ロ ー タ ハ ブ ２ ２ 、 軸 １ １ 、 デ ィ ス ク １ ９ 、 ク ラ ン パ ー ２ １ 、 ス ペ ー サ ２ ０
と 共 に 回 転 を 始 め る 。 動 圧 発 生 溝 １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ 、 １ ４ Ａ 、 に お い て オ イ ル 等 の 潤 滑 剤 ２
３ を 回 転 力 に よ り か き 集 め ポ ン ピ ン グ 圧 力 を 発 生 し 軸 受 部 は 浮 上 し 非 接 触 で 高 精 度 に 回 転
す る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ ２ に お い て 、 軸 受 が 長 時 間 回 転 後 に は オ イ ル ２ ４ の 中 に は 図 中 １ １ に 示 す 空 気 ２ ４ が
混 入 し て い る 場 合 が あ る 。 混 入 し た 空 気 ２ ４ は 蓄 積 量 が 多 く な っ た 場 合 や 、 周 囲 の 温 度 が
上 昇 し て 空 気 ２ ４ の 内 部 圧 力 が 上 昇 し た 時 、 ま た は 膨 張 し て 体 積 が 大 き く な っ た 時 に 、 空
気 ２ ４ は 深 溝 １ ５ の 中 を 通 っ て 図 １ ２ 中 の 矢 印 に 示 す よ う に 外 部 に 排 出 さ れ る 。 こ う し て
空 気 ２ ４ が 排 出 さ れ る こ と で 、 オ イ ル ２ ３ は 軸 受 外 へ 押 し 出 さ れ た り 、 漏 れ た り し な い で
、 軸 １ １ と ス リ ー ブ １ ２ の 間 の 十 分 小 さ い 軸 受 隙 間 に 、 オ イ ル ２ ３ 自 身 の 表 面 張 力 に よ り
保 持 さ れ 、 軸 受 は 油 膜 切 れ を 生 じ な い で 安 定 し て 回 転 で き る 。 本 実 施 例 に お い て 軸 １ の 直
径 は ０ ． ５ ～ ２ ０ ミ リ メ ー ト ル で あ り 、 深 溝 １ ５ の 深 さ は 動 圧 発 生 溝 １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ の 深
さ の ２ 倍 以 上 の 場 合 に 、 オ イ ル ２ ３ が 軸 受 隙 間 に 良 好 に 保 持 さ れ 、 空 気 ２ ４ は 良 好 に 排 出
さ れ る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 １ ３ は 軸 １ １ が １ 万 ｒ ｐ ｍ 以 上 の 高 速 回 転 し て い る 時 の オ イ ル ２ ３ の 充 満 状 態 を 示 し て
い る 。 抜 け 防 止 板 １ ３ に は テ ー パ 部 １ ３ Ａ が 設 け ら れ て お り 、 オ イ ル ２ ３ 自 身 の 表 面 張 力
で 保 持 さ れ る と 共 に 、 オ イ ル ２ ３ に 遠 心 力 が 図 中 矢 印 Ｑ の 方 向 に 加 わ り 、 オ イ ル ２ ３ は 強
固 に 保 持 さ れ て 流 出 す る こ と が な い の で 、 高 速 回 転 で 大 変 長 寿 命 に 軸 受 の 運 転 が 行 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 上 の よ う に 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 流 体 軸 受 部 に 混 入 し た 空 気 が 容 易 に 排 出 さ れ 、 軸 受
に 生 じ が ち で あ っ た 油 膜 切 れ が 防 止 さ れ 、 デ ィ ス ク を 高 精 度 か つ 長 寿 命 に 回 転 さ せ る 軸 受
装 置 の 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 の 流 体 軸 受 装 置 は 軸 外 周 面 ま た は ス リ ー ブ 内 周 面 の 少 な く と も 一 方 に
パ タ ー ン 状 の 浅 溝 か ら な る 動 圧 発 生 溝 と 、 少 な く と も 一 本 の 軸 方 向 に パ タ ー ン 状 ま た は 略
直 線 状 の 深 溝 を 有 し 、 軸 と ス リ ー ブ の 間 の 隙 間 は 潤 滑 剤 で 充 満 さ れ て お り 、 動 圧 発 生 溝 の
深 さ よ り 略 直 線 状 の 深 溝 は ２ 倍 以 上 深 く な る よ う 構 成 す る こ と で 、 潤 滑 剤 を 軸 受 隙 間 に 保
持 し た ま ま 内 部 に 蓄 積 し た 空 気 を 深 溝 か ら 排 出 し て 軸 受 隙 間 の 油 膜 切 れ を 解 決 す る も の で
あ る 。 ま た 生 産 性 に 優 れ た 動 圧 発 生 溝 お よ び 深 溝 の 加 工 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 第 一 の 実 施 形 態 の 流 体 軸 受 装 置 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 第 一 実 施 形 態 の 深 溝 の 詳 細 図
【 図 ３ 】 本 発 明 第 一 実 施 形 態 の 深 溝 の 詳 細 図
【 図 ４ 】 本 発 明 第 一 実 施 形 態 の 深 溝 の 詳 細 図
【 図 ５ 】 本 発 明 第 一 実 施 形 態 の 深 溝 の 角 度 説 明 図
【 図 ６ 】 本 発 明 第 一 実 施 形 態 の 深 溝 の 深 さ 説 明 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 深 溝 の 加 工 方 法 説 明 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 深 溝 の 加 工 方 法 説 明 図
【 図 ９ 】 本 発 明 の 深 溝 の 加 工 方 法 説 明 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 深 溝 の 加 工 方 法 説 明 図
【 図 １ １ 】 本 発 明 第 二 実 施 形 態 の 流 体 軸 受 装 置 断 面 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 第 二 実 施 形 態 の 詳 細 図
【 図 １ ３ 】 本 発 明 第 二 実 施 形 態 の 詳 細 図
【 図 １ ４ 】 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 断 面 図
【 図 １ ５ 】 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 説 明 図
【 図 １ ６ 】 従 来 の 流 体 軸 受 装 置 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ １ 　 　 　 軸
１ Ｂ ， １ Ｃ 、 ２ Ｂ ， ２ Ｃ ， １ １ Ｂ ， １ １ Ｃ 　 　 動 圧 発 生 溝
２ ， １ ２ 　 　 　 　 　 　 ス リ ー ブ
２ Ａ ， １ ２ Ａ 　 　 　 　 軸 受 穴
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３ 　 　 　 　 　 　 隙 間 大 部
４ ， ２ ３ 　 　 　 オ イ ル
５ ， １ ５ 　 　 　 深 溝
６ ， ２ ４ 　 　 　 空 気
７ 　 　 　 　 上 金 型
８ 　 　 　 　 下 金 型
９ 　 　 　 　 ボ ー ル 転 造 ツ ー ル
１ ３ 　 　 　 抜 け 防 止 板
１ ３ Ａ 　 　 テ ー パ 部
１ ４ 　 　 　 ス ラ ス ト 板
１ ６ 　 　 　 ベ ー ス
１ ７ 　 　 　 モ ー タ ス テ ー タ
１ ８ 　 　 　 ロ ー タ 磁 石
１ ９ 　 　 　 デ ィ ス ク
２ ０ 　 　 　 ス ペ ー サ
２ １ 　 　 　 ク ラ ン パ ー
２ ２ 　 　 　 ロ ー タ ハ ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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